
    

    

 

第１５９５回 例会 ２０２５年 (令和７年) １２月１日 

（疾病予防と治療月間）  

 

前回（１１月１７日）例会記録  

 

１．来客紹介  井澤 武尚 親睦委員 

  ゲスト： ２名  地区外： ０名 地区内： ４名 合計 ６名 

          

２．会長の時間  藤井 宏明 会長 

 

皆さま、こんにちは。 

そして本日は体験例会にお二人のゲストにご参加いただいております。 

新留様、宮武様 本日は大阪船場ロータリークラブにお越しいただき誠にありがとうございます。 

ぜひリラックスして、私たちの雰囲気を感じて頂ければ幸いです。 

ゲストのお二人は、「鐘を鳴らしたと思ったら、急に全員で歌い出した……」 

そんな“初めての光景”に少し驚かれたのではないでしょうか。どうかご安心ください。 

私たちは決して怪しい集団ではございませんので（笑）。実はこれは、世界中のロータリークラブで行われている伝統あるセレモニ

ーで、100 年以上前から続く「ロータリーらしい始まりの空気」なんです。 

まずは、ゲストのお二人に向けて、ほんの少しだけ「ロータリークラブとは何か」をご紹介させていただきます。 

ロータリーは 1905 年、アメリカ・シカゴで誕生しました。 

創始者であるポール・ハリスが、「仕事や年齢を超えて、信頼し合える仲間と集まる場所をつくりたい」という思いから始めた 

集まりが、今では 世界 200 以上の国と地域に広がる奉仕団体 になりました。先日も、我々の姉妹クラブである、シンガポール 

本日のプログラム                         （本日のプログレス 竹内  弘 副ＳＡＡ） 

〇 ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

〇 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

〇 １２月お誕生月会員お祝い   

〇 卓 話 「趣味の話インドア編」 岩崎 寿英 会員 

〇 理事会 ３１階「ローズ」 １３:４０～１４:４０ 

・クリスマスソングメドレー         



 

ロータリークラブのメンバーは、１０数名来訪され、お互いの懇親を深める機会がありました。そのように、ロータリーという同じ 

精神を大切にする絆で結ばれた仲間が、世界中にいる団体です。 

活動内容は、社会奉仕、青少年支援、国際交流など幅広いですが、根っこにあるのはとてもシンプルで、“人とのつながりを 

大切にしながら、できることを少しずつ”という考え方です。 

では、その中で 大阪船場ロータリークラブはどんなクラブなのか？一言で言えば、「温かいクラブ」 です。 

世代も職業も違う人たちが、自然に混ざり合い、例会でもあまり上下関係を感じません。 

船場という地域性もあって、商人文化の「助け合い」「信頼」「義理・人情」が息づいているクラブです。 

また、創立から 40 年近く経ち、長く在籍されている会員が多いのも特徴です。 

同時に、最近は新しく入会される方も増え、世代の幅が広がってきました。 

その結果、ほどよい“にぎやかさ”と“落ち着き”が同居している、とても心地よいクラブになってきていると感じています。 

今年度、 私たちが目指しているもの。今年のクラブテーマは 「共生と成長」。 

● 異なる価値観を認め合いながら、自然体でつながること 

● 仲間として関わり合い、一緒に成長していくこと 

そのために、奉仕活動や少人数のグループ活動にも力を入れ、会員同士のつながりをより深めていこうとしています。 

新留様、宮武様。今日の例会では、ロータリーのすべてが分かるわけではありませんが、“クラブの空気感”だけは、 

きっと感じていただけると思います。 

ロータリーは決して堅苦しい場所ではありません。人とのつながりを楽しみながら、社会や地域にも少しだけ貢献できる——  

そんな場所です。 

もし、今日の雰囲気を「ちょっといいかも」と思っていただけたら、それだけで本当に嬉しいです。どうぞ最後までゆっくりと、 

お楽しみください。 

 

３．委員会報告   

◎ 国際奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

12 日の水曜日に八尾市立竹渕小学校で５年生を対象に出前授業を行いました。 

日本から５年生の描いた絵を持って行き、カオハガンの生徒が描いた絵を日本に持って帰り、絵を通じて両国の文化交流を 

はかりました。 

来年の出前授業は画家のソルベさん（ノルウェー人）と一緒に行います。以前にも来てきただき授業を行いました。 

ソルベさんはカナダとハワイで活躍していて現在は京都に住んでいて創作活動をしています。 

 

４．米山功労者感謝状授与 

 

第７回 澤田 宗久 会員 

第５回 井澤 武尚 会員 

第４回 大嶋 捷正 会員 

第２回 林  拓 会員 岡本  茂 会員 新川 晃生 会員 

第１回 原山  歩 会員 山川 良知 会員 

 

５．ニコニコ報告  森田 真 親睦委員 

盆子原 会員・・・・本日米山奨学委員会卓話です。よろしくお願いします。 

岡本（真） 会員・・・・ゴルフ同好会沢山のハンデをいただき優勝させていただきました。賞金笑顔でニコニコさせていただきます。 

前川 会員・・・・①ニアピンとりました。②２位でした。 

大島 会員・・・・先日のゴルフ同好会、私のパターの神様が出張中で、なんと３パット９回してしまいました。 

          それでも３位入賞できてよかったです。ありがとうございました。 

山川 会員・・・・先週のゴルフ同好会、お疲れさまでした。順位賞の賞金をニコニコします。 

 



 

廣 会員・・・・先日のゴルフ同好会では、皆様ありがとうございました。小山さんから「パターが上手くなったらいいね」と 

        アドバイスをいただき、パターマットを購入しました。しっかり練習して４パットを卒業します。 

三重 会員・・・・先日初めてゴルフ同好会のコンペに参加させて頂きました。参加された皆様、お疲れ様でした。 

          小山会員ホールインワン記念のボールをいただきました。有難う御座いました。 

北野 会員・・・・昨日孫が結婚しました。 

森田 会員・・・・事務所のスタッフが無事司法試験に合格しました！ 

          事務所としては大幅な戦力ダウンとなりますが、大喜びしてます。 

新川、清水、井澤、中嶋、竹内、中井、松村、岡野、小島、片岡、林（英）、小山、野田、中村、大嶋、天野、瀬島、髙木、 

五味、原山、中西、篠藤、 

各会員・・・・ロータリー活動を通じた友情と奉仕 

 

６．出席報告  中村  一 副ＳＡＡ 

会員総数 ４６名  出席率計算会員数 ４５名  出席会員数 ４１名（内オンライン４名）  出席率 ９１％  

第１５９２回（１０月２０日） 修正出席率  ９８％ 

 

７．委員会卓話  米山奨学委員会 盆子原 稔博 委員長 

本日は、米山月間に「ロータリー米山記念奨学事業」について卓話をさせていただきました。米山奨学事

業は、日本のロータリーが生み育てた独自の奨学制度であり、全国 34 地区すべてが協力して取り組んで

いる大きな合同プロジェクトです。1952 年に構想が始まり、70 年以上にわたり、日本で学ぶ外国人留学生

を支援してきました。これまでに世界 134 の国と地域から、延べ 2 万 4,830 名の奨学生を迎えています。 

この奨学金の特徴は、単なる経済的支援にとどまらず、「世話クラブ・カウンセラー制度」によって、奨学生

がクラブに参加し、会員と交流を重ねることです。異なる文化や言葉の壁を越えて触れ合う中で、人生が豊かになった、家族が増

えたような気持ちになった、という声も多く寄せられています。こうした交流は、ロータリーの理念を体現する大切な場でもありま

す。 

米山奨学金は「将来、日本と世界の架け橋となる人材を育てること」を目標にしています。成績や経済状況だけでなく、交流へ

の熱意や人柄を重視し、全国共通の基準で選考が行われています。寄付は会員の皆さまのご協力に支えられており、「普通寄付

金」と「特別寄付金」が大きな柱です。特別寄付金は表彰制度も設けられ、継続的な支援の励みとなっています。 

さらに、奨学金終了生である学友たちは「米山学友会」を組織し、日本や海外で活躍しながら、寄付や災害義援金という形で恩

返しを続けています。学友の中にはロータリアンとなり、クラブ会長やガバナーを務める方もおられます。まさに米山が生んだ「国

際交流の架け橋」と言えるでしょう。 

この事業を継続し、未来へつなげていくためには、会員の皆様の理解と支援が欠かせません。米山奨学金は、奉仕の喜びを改

めて実感させてくれる身近なプロジェクトです。これからも温かいご協力をお願い申し上げます。 

８．一斉体験例会  会員増強委員会 竹内  弘 委員長 

 

新留賢一様、宮武薫様の２名をお迎えし、例会にご参加していただきました。 

 

 

 

 

 



 

 
 

「 第9回グルメ同好会」  

                                                           世話役：大島弥生 

１１月１７日、大阪ステーションホテル２９階「THE MOMENT」の個室にて１８名で開催しました。

ここは昔の郵便局が新しく商業施設とホテルに昨年生まれ変わった「KITTE 大阪」の中にあります。

1 階の中央エスカレーターの横にホテルのプレートを発見、でもその横は茶色

の壁です。思わず「開けゴマ！」と言ってしまいそう～。中に入りエレベーターで

29階に進むと壁にはいつまでも見ていたくなるような「時計」があります。ブル

ーのウエアを着た二人が箒で少しずつ時計の針を動かし、時を重ねていくとい

うモチーフ。24 時間休むことなく働いていますよ。さてレストランにはデザートコー

ナー、前菜のビュッフェコーナー、ローストビーフ、寿司カウンター、たくさんの

パン、夜だけサービスされるキャビアコーナー、そしてドリンクコーナーと私た

ちの食欲を満足させる食材が並んでいます。今日のコースはオードブル・お魚

料理・メイン料理がそれぞれチョイスでき、なおかつビュッフェはすべて食べ放

題の飲み放題です。例会のランチ、ちょっと控えて夜に臨んだメンバーも？ 

さぁ「食べて飲むぞ～」。ウエルカムシャンパン[Taittinger Brut Reserve]にて乾杯！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年もまた皆で来ようね～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ☆次回１２月８日（月）例会予定 

                 ・例会・年次総会 １７:００～１７:４５ ３１階「カトレア」 

                 ・クリスマス家族懇親会 １８:００～２０：３０ ３２階「スカイテラス」 


